
１．提案の背景

●進まない閉鎖性水域に
おける水質改善と汚濁
物質の多様化

●進まない閉鎖性水域に
おける水質改善と汚濁
物質の多様化

●都市における潤いの喪
失・湧水の枯渇と水環
境へのニーズの高まり

●都市における潤いの喪
失・湧水の枯渇と水環
境へのニーズの高まり

●世界人口増加に伴う、
食糧危機の到来と資源
の枯渇

●世界人口増加に伴う、
食糧危機の到来と資源
の枯渇

効率的かつ効果的な排水処理を実現し、
都市における水環境改善に向けた新たなシステムの提案

●温暖化の進行・減少傾
向の降水量と渇水の増
加による水供給の安定
性の低下

●温暖化の進行・減少傾
向の降水量と渇水の増
加による水供給の安定
性の低下

提案5 排水系統の分離による効率的かつ効果的な栄養源の回収と水利用の実現



２．提案の概要
下水道ｼｽﾃﾑにおける雑排水とし尿の排水系統の分離!!
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炊事を除く生活用水の ８５%※ を再生水でｶﾊﾞｰ(※⑤／⑥)

－家庭の中にも再生水！－
～安定的な水供給の実現～

①平成12年度 全国水使用量(生活用水） 144億ｍ3/年

②平成12年度 全国下水処理量 126億ｍ3/年

③家庭の水使用におけるﾄｲﾚ用水の割合 24％

④家庭の水使用における炊事用水の割合 22％

⑤水ﾘｻｲｸﾙ可能量(ﾄｲﾚ用水以外の量）
②×(100－③）／100 96億ｍ3/年

※簡易計算のため下水は全て家庭用水と仮定

⑥平成12年度 全国の生活用水使用量に占める炊事以外水量
①×(100－④）／100 112億ｍ3/年

※生活用水は全て家庭での使用を想定

●処理効率の向上と高度な処理水質の確保

●再生水(処理水)の利用拡大による安定的

水供給能力の確保

●ゆとりと潤いのある国土の形成､生態系

の保全､ｺﾐｭﾆﾃｨの形成､環境意識の向上､
ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ現象の緩和に寄与

●量的拡大を目的とする利水(ﾀﾞﾑ･水道)施

設の整備の抑制

●し尿に含まれる窒素・ｶﾘｳﾑ、また枯渇が

懸念されるﾘﾝ等栄養源の回収

●農業の積極的推進と回収ﾘﾝ等の農業への

循環活用により自給自足による持続可能
な社会の構築

●処分汚泥の減少による最終処分場残余年

数の延長

●処理効率の向上と高度な処理水質の確保

●再生水(処理水)の利用拡大による安定的

水供給能力の確保

●ゆとりと潤いのある国土の形成､生態系

の保全､ｺﾐｭﾆﾃｨの形成､環境意識の向上､
ﾋｰﾄｱｲﾗﾝﾄﾞ現象の緩和に寄与

●量的拡大を目的とする利水(ﾀﾞﾑ･水道)施

設の整備の抑制

●し尿に含まれる窒素・ｶﾘｳﾑ、また枯渇が

懸念されるﾘﾝ等栄養源の回収

●農業の積極的推進と回収ﾘﾝ等の農業への

循環活用により自給自足による持続可能
な社会の構築

●処分汚泥の減少による最終処分場残余年

数の延長

－回収ﾘﾝが農業を救う！－

①平成10年度 ﾘﾝ酸肥料国内消費量 562千Ｐ2Ｏ５ｔ/年

②１人１日当たり ﾘﾝ排出量 0.9ｇ/人・日

③平成10年度 下水道処理人口 7,311万人

④ﾘﾝの原子量 31

⑤酸素の原子量 16

⑥平成10年度ﾘﾝ酸肥料国内消費量に占めるﾘﾝの割合
①×④×2／（④×2＋⑤×5） 245千ｔ/年

⑦平成10年度人を発生源として年間で下水に流入する
ﾘﾝ量(し尿から分離収集できるﾘﾝ量）
②×③×365×10-524千ｔ/年

⑧し尿からのﾘﾝ回収効率 95％

⑨し尿から回収可能ﾘﾝ量 ⑦×⑧ 23千ｔ/年
【快適で持続可能な循環型

のまちが形成される】

【快適で持続可能な循環型
のまちが形成される】

３．提案の効果
定量的効果の算出例

ﾘﾝ酸肥料の １０%※ をし尿からの回収ﾘﾝでｶﾊﾞｰ(※⑨／⑥)



●雑排水・屎尿分離回収処理ｼｽﾃﾑの構築

●水に関わる行政(河川・水道・下水道・環境）の一元化

●安価で高度な技術の開発

●国策としての農業シフト型への施策転換

●環境重視型循環型社会構築に向けた社会全体の意識改革と住民参加

・雑排水処理…既存の下水道ｼｽﾃﾑの活用(課題となっている窒素・ﾘﾝ除去問題をし尿の分離によって解決）
・し尿処理…新たにし尿を収集する管渠、真空式･圧力式等を応用した収集方式､安定化処理施設、またし尿

に含まれる有用な資源を回収する施設が必要

・雑排水処理…既存の下水道ｼｽﾃﾑの活用(課題となっている窒素・ﾘﾝ除去問題をし尿の分離によって解決）
・し尿処理…新たにし尿を収集する管渠、真空式･圧力式等を応用した収集方式､安定化処理施設、またし尿

に含まれる有用な資源を回収する施設が必要

・望ましい水環境と水循環の形成には、水量・水質また、水辺の環境や生態系の保全など総合的な観点から
地域の実情に応じて水をマネジメントする政策が必要

・望ましい水環境と水循環の形成には、水量・水質また、水辺の環境や生態系の保全など総合的な観点から
地域の実情に応じて水をマネジメントする政策が必要

・生活用水をﾘｻｲｸﾙし、飲料・炊事用以外に使うにあたっては更なる安価で高度な水処理技術の開発が必要
・農業肥料用への利用を目的としたし尿からの効率的な栄養源（窒素・リンなど）の回収技術の開発が必要

・生活用水をﾘｻｲｸﾙし、飲料・炊事用以外に使うにあたっては更なる安価で高度な水処理技術の開発が必要
・農業肥料用への利用を目的としたし尿からの効率的な栄養源（窒素・リンなど）の回収技術の開発が必要

・来るべき水・食糧不足時代の到来に備えて、国をあげて、食糧難時代を克服する自給力の確保を図るため
の誘導施策を展開

・来るべき水・食糧不足時代の到来に備えて、国をあげて、食糧難時代を克服する自給力の確保を図るため
の誘導施策を展開

・水環境・水資源・枯渇が危惧される資源などに対する意識の向上
・一度使用し、甦った水（再生水）に対する意識改革
・将来にわたって豊かな水環境、持続可能なまちを維持するためには住民の積極的な参加と協力が不可欠

・水環境・水資源・枯渇が危惧される資源などに対する意識の向上
・一度使用し、甦った水（再生水）に対する意識改革
・将来にわたって豊かな水環境、持続可能なまちを維持するためには住民の積極的な参加と協力が不可欠

４．実現のためのシナリオ（解決すべき課題・プロセス）


